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3. 結果および考察 
PTR-MSでの測定結果，摩擦に伴って大きく変化した m/zは

31 のみであった．これはホルムアルデヒドのモノマーに水素

イオンが付加されたもので，ホルムアルデヒドの発生が PTR-
MSで確認されたことを示す． 

Fig.2 は荷重を増加させた際の m/z=31 の電流値を気体発生

濃度に換算した値である．このように摩擦の開始と同時に気

体反応が始まり，その発生量は摩擦中維持された．また，摩擦

終了とほぼ同時に発生も元の値に戻った．10N 時には濃度は

摩擦と同時に大きく増大し，ピークを経て定常値に収束する

挙動も見られた． 
Fig.3にホルムアルデヒド発生濃度に対する摩擦速度の影響

を示した．45.0mm/s の時は，摩擦開始ならびに終了時に急な

変化があった．が，他の速度では若干ゆるやかに変化している．

摩擦熱に伴う気体発生であれば，摩擦中にその発生量は増大

するはずであるがほぼ一定であった． 
Fig.4 および 5にそれぞれ荷重，摩擦速度を変化させた際の

ホルムアルデヒド濃度の変化量をプロットした．どちらも原

点を通るほぼ正比例の関係が得られた．これは気体の発生量

が真実接触部の破断面積すなわち広義の摩耗量に比例するた

めと解釈される． 
Fig.6に，POMの外部加熱に伴って得られた Q-MSの結果について，ホルムアルデヒドの単量体（m/z=30），二量体

（m/z=61），三量体（m/z=91），四量体（m/z=121）のイオン電流値を重ねて示した．単量体の発生は加熱初期から 40℃
まで大きく変動するが，その後安定して増加，減少，再増加と変化している．二量体，三量体，四量体は単量体の発生

が不安定な温度範囲で増加しているが，40℃以上では三量体，四量体の電流値は変化が抑えられた．また，二量体のみ

単量体の増加につれて 70℃程度までは増加した．しかしながらその温度でピークを迎え，より高い温度では減少し，

120℃で一定値に落ち着いた．それに対して単量体は 95℃でピークを示し，少し減少した後，120℃付近からまた上昇

に転じた．これは 120℃以下では二量体と単量体が発生するが，120℃以上では単量体の生成が主になることを示して

いる．先に述べたように，摩擦を伴った場合は単量体のみ発生した．このような摩擦と加熱の発生気体の比較から，摩

擦では加熱の高温時と同じメカニズムで反応が進んでいる可能性が示唆される．  
 

4. 結言 
 ポリアセタール樹脂を摩擦あるいは加熱し，それを構成するモノマー類の生成を PTR-MS，Q-MSで確認した．発生挙

動の違いから，加熱では 120℃以上で主となる単量体への分解反応が摩擦では常温で生じることを示した． 
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Fig.6 Set of ion currents related to formaldehyde 
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Fig.4 Effect of load on formaldehyde concentration 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.5 Effect of sliding speed on formaldehyde 
concentration 
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Fig.5  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.5  
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